
(57)【要約】

【課題】　病変部に対して粘膜下層剥離処置具を所定の

角度で当接または挿入する際、術者の技量に左右される

ことなく簡便な方法で当接または挿入する。

【解決手段】　消化管の病変部を内視鏡的に切除するた

めに粘膜下層内に先端部が挿入されて粘膜下層を剥離す

るものである。管路が軸方向に延びて設けられ基端側に

管路と連通された注入口１１が設けられた処置具本体１

２と、管路の先端側に配設され、注入口から供給された

流体によって膨張可能な膨張部１３とを備える。処置具

本体の先端近傍に、柔軟限界と硬質限界との間の外力が

加わった際に湾曲変形する柔軟部２０が設けられている

。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 粘 膜 下 層 内 に 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で あ っ て 、
　 管 路 が 軸 方 向 に 延 び て 設 け ら れ 基 端 側 に 前 記 管 路 と 連 通 さ れ た 注 入 口 が 設 け ら れ た 処 置
具 本 体 と 、
　 前 記 管 路 の 先 端 側 に 配 設 さ れ 、 前 記 注 入 口 か ら 供 給 さ れ た 流 体 に よ っ て 膨 張 可 能 な 膨 張
部 と を 備 え 、
　 前 記 処 置 具 本 体 の 先 端 近 傍 に 、 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 変
形 す る 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 柔 軟 部 が 、 前 記 処 置 具 本 体 の 最 先 端 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る 際 に 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら 突 出 さ れ る 突 出 長
以 上 に 、 前 記 柔 軟 部 の 長 さ が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 粘 膜 下 層 隔
離 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 柔 軟 部 が 、 湾 曲 す る と き に 一 定 曲 率 の カ ー ブ を 描 く よ う に 、 前 記 処 置 具 本 体 の 長 さ
方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一 定 の 曲 げ 剛 性 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 粘 膜 下 層 剥
離 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 柔 軟 部 が 、 一 定 の 方 向 へ 曲 が る よ う な 断 面 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
記 載 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 チ ャ ン ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 と 、
　 前 記 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粘 膜 剥 離 処 置 具 と を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 及 び そ の シ
ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 消 化 管 病 変 の 一 般 的 治 療 法 と し て 、 内 視 鏡 的 に 病 変 を 切 除 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ Ｅ
Ｍ Ｒ ： Endoscopic Mucosal Resection） が あ る 。
　 そ の 中 で も 「 切 開 ・ 剥 離 法 」 と し て 、 高 周 波 メ ス 等 の 高 周 波 切 開 具 を 用 い 病 変 部 の 外 側
の 正 常 粘 膜 を 全 周 切 開 し 、 そ の 後 、 粘 膜 下 層 を 剥 離 し て 切 除 す る 方 法 が 紹 介 さ れ て い る （
例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 な お 、 こ の よ う な 高 周 波 メ ス の 他 の 形 態 と し て 、 別 の 治 療 に 使 用 す る も の が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 小 野 裕 之 、 他 ３ 名 、 「 早 期 癌 に 対 す る Ｉ Ｔ ナ イ フ を 用 い た Ｅ Ｍ Ｒ の コ ツ
」 、 消 化 器 内 視 鏡 、 消 化 器 内 視 鏡 編 集 委 員 会 、 株 式 会 社 東 京 医 学 社 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ １ 月 、
第 １ ４ 巻 、 第 １ １ 号 、 ｐ １ ７ ３ ７ － １ ７ ４ ０
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ２ ０ ０ １ ／ ０ ０ ４ ９ ４ ９ ７ Ａ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム で 「 切 開 ・ 剥 離 法 」 を 行 っ て
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切 開 ・ 剥 離 を 行 う 際 、 粘 膜 下 層 に は 多 数 の 血 管 が 走 行 し て い る た め 、 こ れ ら の 血 管 近 傍 で
は 高 周 波 メ ス に 高 周 波 を 供 給 す る 高 周 波 焼 灼 電 源 装 置 の 出 力 設 定 を 随 時 変 え て 行 う 等 の 特
別 な 配 慮 が 必 要 と な り 、 手 技 時 間 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
　 　 ま た 、 高 周 波 メ ス に よ る 切 開 ・ 剥 離 は 、 切 開 対 象 部 分 へ の 高 周 波 エ ネ ル ギ ー に よ る 熱
損 傷 を 防 止 し な が ら 、 適 度 な 切 れ 味 を 実 現 さ せ る た め 、 ナ イ フ の 当 て る 強 さ ・ 角 度 、 ナ イ
フ を 移 動 す る ス ピ ー ド 等 を 適 切 に コ ン ト ロ ー ル す る 必 要 が あ り 、 手 技 が 難 し い と い う 問 題
が あ る 。 ま た 、 高 周 波 メ ス や 剥 離 バ ル ー ン 等 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を 粘 膜 下 層 に 挿 入 す る
際 に も 、 所 定 深 さ 以 上 に 挿 入 し な い よ う 充 分 に 留 意 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 病 変 部 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 挿 入 す る
際 、 誤 っ て 強 い 力 で 挿 入 し た と し て も 、 粘 膜 下 へ の 所 定 深 さ 以 上 の 挿 入 を 防 止 す る こ と が
で き 、 術 者 の 技 量 に 左 右 さ れ る こ と な く 簡 便 な 方 法 で 粘 膜 下 層 へ 挿 入 す る こ と が で き る 粘
膜 下 層 剥 離 処 置 具 及 び そ の シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 は 、 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 粘 膜
下 層 内 に 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で あ っ て 、 管 路 が 軸
方 向 に 延 び て 設 け ら れ 基 端 側 に 前 記 管 路 と 連 通 さ れ た 注 入 口 が 設 け ら れ た 処 置 具 本 体 と 、
　 前 記 管 路 の 先 端 側 に 配 設 さ れ 、 前 記 注 入 口 か ら 供 給 さ れ た 流 体 に よ っ て 膨 張 可 能 な 膨 張
部 と を 備 え 、 前 記 処 置 具 本 体 の 先 端 近 傍 に 、 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た
際 に 湾 曲 変 形 す る 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ こ で 、 柔 軟 限 界 と は 、 そ れ 以 上 軟 ら か く な る と 粘 膜 下 層 へ 挿 入 で き な く な る 限 界 を い
い 、 硬 質 限 界 と は 、 そ れ 以 上 硬 く な る と 粘 膜 下 層 の 下 側 の 固 有 筋 層 に 穿 孔 を 来 す お そ れ が
出 て く る 限 界 を い う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で は 、 処 置 具 本 体 の 先 端 近 傍 に 、 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 と の 間 の
外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 変 形 す る 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が 粘
膜 下 層 に 挿 入 さ れ る 際 、 誤 っ て 強 い 力 で 挿 入 さ れ た と し て も 、 柔 軟 部 が 湾 曲 し て 挿 入 さ れ
る 際 の 力 を 逃 が す 。 こ の た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 は 、 前 記 柔 軟 部 が 、 前 記 処 置 具 本 体 の 最 先 端 部
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で は 、 柔 軟 部 を 最 先 端 部 に 設 け て お り 、 中 間 部 に 設 け る 場 合 に
比 べ 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 基 端 側 に 与 え ら れ る 操 作 押 圧 力 を 先 端 側 に 十 分 伝 え る こ と が
で き る 。 こ の た め 、 柔 軟 部 を 設 け た が 故 に 挿 入 の 際 の 操 作 性 が 低 下 す る と い っ た 事 態 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 使 用 さ
れ る 際 に 、 内 視 鏡 か ら 突 出 さ れ る 突 出 長 以 上 に 、 前 記 柔 軟 部 の 長 さ が 設 定 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で は 、 柔 軟 部 の 長 さ が あ る 程 度 長 く 設 定 さ れ て い る た め 、 粘 膜
下 に 挿 入 さ れ る 際 の 力 を 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 広 い 範 囲 で 逃 が す こ と
が で き る 。 こ の た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ を 、 よ り 一 層 低 減 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 隔 離 処 置 具 は 、 前 記 柔 軟 部 が 、 湾 曲 す る と き に 一 定 曲 率 の
カ ー ブ を 描 く よ う に 、 前 記 処 置 具 本 体 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一 定 の 曲 げ 剛 性 を 有 し て い
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る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で は 、 粘 膜 下 に 挿 入 す る 際 、 柔 軟 部 が 安 定 し た 湾 曲 特 性 を 発 揮
す る か ら 、 湾 曲 時 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 の 挙 動 を あ る 程 度 予 測 す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 を 所 望 個 所 に 確 実 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 は 、 前 記 柔 軟 部 が 、 一 定 の 方 向 へ 曲 が る よ う な
断 面 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で は 、 挿 入 時 の 姿 勢 を 制 御 す る こ と に よ り 、 柔 軟 部 の 湾 曲 方 向
を 決 定 で き る 。 こ の た め 、 予 め 、 挿 入 時 の 姿 勢 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 す る 柔 軟 部
の 先 端 を 、 粘 膜 下 層 の 下 側 の 固 有 筋 層 に 平 行 と な る よ う に 調 整 で き る 。 こ の 結 果 、 湾 曲 し
た 後 で あ っ て も 、 穿 孔 を 来 す こ と な く 先 端 部 の 粘 膜 下 層 へ の 挿 入 操 作 を 継 続 し て 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム は 、 チ ャ ン ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 と 、
前 記 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粘 膜 剥 離 処 置 具 と を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム で は 、 内 視 鏡 を 用 い た 、 例 え ば 消 化 管 の 病 変 部 の 削 除
等 の 手 技 の 際 に 、 誤 っ て 強 い 力 で 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を 粘 膜 下 層 へ 挿 入 し た と し て も 、 こ
の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ を 低 減 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を 粘 膜 下 層 に 挿 入 す る 際 、 誤 っ て 強 い 力 で 挿 入 し
た と し て も 、 柔 軟 部 が 湾 曲 し て 挿 入 の 際 の 力 を 逃 が す こ と が で き 、 も っ て 、 粘 膜 下 層 剥 離
処 置 具 の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ を 低 減 で き る 。 こ の た め 、 術 者 の 技 量 に 左 右 さ れ る こ と
な く 、 簡 便 な 方 法 で 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 粘 膜 下 層 へ の 挿 入 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 １ ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 部 に チ ャ ン
ネ ル ２ が 配 置 さ れ て 図 示 し な い 管 腔 器 官 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ を 有 す る 内 視 鏡 ５ と 、 可 撓
性 を 有 し 、 挿 入 部 ３ の チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 さ れ て 、 こ の チ ャ ン ネ ル ２ か ら 突 出 す る 先 端 が
、 管 腔 器 官 の 粘 膜 下 層 に 挿 入 さ れ て 管 腔 器 官 の 病 変 部 下 の 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る 剥 離 バ ル ー
ン （ 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 ） ６ と を 備 え て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 ５ は 、 チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 側 開 口 が 前 方 へ 向 く 、 い わ ゆ る 直 視 タ イ プ の も の で あ
る 。 ま た 、 内 視 鏡 ５ は 、 挿 入 部 ３ の 先 端 側 の 湾 曲 操 作 を 行 う 操 作 部 ９ を 基 端 部 に 備 え て お
り 、 こ の 基 端 部 に は 前 記 チ ャ ン ネ ル ２ に つ な が る 鉗 子 口 ９ Ａ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 剥 離 バ ル ー ン ６ は 、 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 粘 膜 下 層 内 に 先 端 部 が
挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る も の で あ る 。 剥 離 バ ル ー ン ６ は 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に
、 管 路 １ ０ が 軸 方 向 に 延 び て 設 け ら れ 基 端 １ ２ ａ 側 に 管 路 １ ０ と 連 通 さ れ た 注 入 口 １ １ が
設 け ら れ た 処 置 具 本 体 １ ２ と 、 処 置 具 本 体 １ ２ に お け る 管 路 １ ０ の 先 端 １ ０ ａ 側 の 外 周 に
配 設 さ れ 、 注 入 口 １ １ か ら 処 置 具 本 体 １ ２ と の 間 の 隙 間 １ ３ Ａ 内 に 供 給 さ れ た 気 体 又 は 液
体 （ 流 体 ） に よ っ て 膨 張 可 能 な バ ル ー ン １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 バ ル ー ン １ ３ で 覆 わ れ た 処 置 具 本 体 １ ２ の 側 面 に は 、 管 路 １ ０ と バ ル ー ン １ ３ と を 連 通
さ せ る 連 通 孔 １ ５ が 隙 間 １ ３ Ａ に 向 け て 設 け ら れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 管 路 １ ０ の 先 端 １
０ ａ は 封 止 部 材 １ ６ に よ っ て 封 止 さ れ て お り 、 管 路 １ ０ 内 に 供 給 さ れ た 気 体 又 は 液 体 は 管
路 １ ０ の 先 端 １ ０ ａ か ら 漏 れ る こ と な く 連 通 孔 １ ５ を 通 し て バ ル ー ン （ 膨 張 部 ） １ ３ へ 流
通 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 　 処 置 具 本 体 １ ２ に は 、 高 周 波 メ ス ２ ２ を 貫 通 可 能 な 挿 通 路 １ ８ が 管 路 １ ０ に 沿 っ て
配 さ れ て い る 。
　 　 　 こ の 挿 通 路 １ ８ は 、 粘 膜 下 層 に 注 入 す る 液 体 が 流 通 可 能 と さ れ 、 基 端 側 に 液 体 を 供
給 す る シ リ ン ジ と 接 続 可 能 な 注 液 口 （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ 、 供 給 さ れ た 液 体 の 流 路 と し て
も 使 用 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 に は 柔 軟 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 柔 軟 部 ２ ０ は 、
先 端 に 向 か っ て 漸 次 外 径 が 縮 小 さ れ た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 柔 軟 部 ２ ０ の 強 さ は 、 柔 軟
限 界 と 硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 す る 値 に 設 定 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 柔 軟 限 界 と は 、 そ れ 以 上 軟 ら か く な る と 粘 膜 下 層 へ 挿 入 で き な く な る 限 界 を い
い 、 硬 質 限 界 と は 、 そ れ 以 上 硬 く な る と 粘 膜 下 層 の 下 側 の 固 有 筋 層 に 穿 孔 を 来 す お そ れ が
出 て く る 限 界 を い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 に つ い て 補 足 説 明 す る と 、 図 １ ７ に 示 す も の は 、 先 端 部 の 外 径 を 種
々 変 え た カ テ ー テ ル を 用 い 、 こ れ ら カ テ ー テ ル を 豚 の 大 腸 に 挿 入 す る と き の 、 柔 軟 限 界 と
硬 質 限 界 を 測 定 し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 先 端 部 の 外 形 が ０ ． ８ ｍ ｍ の カ テ ー テ ル を 例 に 挙 げ る と 、 こ の カ テ ー テ ル を
１ ． ７ Ｎ に 満 た な い 力 量 で 豚 の 大 腸 に 挿 入 し よ う と し て も 、 力 量 が 小 さ す ぎ て 実 際 に は 挿
入 で き な い 。 一 方 、 １ ． ７ Ｎ 以 上 の 力 量 で 挿 入 す る 場 合 、 豚 の 大 腸 の 粘 膜 下 層 へ の 挿 入 は
可 能 と な る が 、 そ の 場 合 、 ２ ． ５ Ｎ を 超 え る 力 量 で 挿 入 す る と 、 粘 膜 下 層 の 下 側 の 固 有 筋
層 を も 穿 孔 し て し ま う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ７ に 示 す こ れ ら の 値 は 豚 の 大 腸 の 例 で あ る が 、 人 の 大 腸 の 場 合 、 豚 の 大 腸 よ り 強 度
的 に 強 く 、 実 際 に は 、 人 の 大 腸 の 柔 軟 限 界 及 び 硬 質 限 界 は 、 こ れ ら の 値 の お お よ そ 、 １ ．
５ ～ ２ ． ０ 倍 程 度 と な る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 場 合 、 当 該 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 は
人 の 消 化 管 用 と し て 使 用 さ れ る の で 、 柔 軟 部 ２ ０ の 強 度 も 、 人 の 大 腸 の 柔 軟 限 界 及 び 硬 質
限 界 を 基 準 と し て 設 定 さ れ る 。
　 柔 軟 部 ２ ０ の 強 度 を 適 宜 値 に 設 定 す る 方 法 と し て は 、 材 質 を 適 宜 選 択 し た り 、 あ る い は
厚 さ を 適 宜 値 に 設 定 し た り す る こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ル ー ン １ ３ よ り も 基 端 側 の 処 置 具 本 体 １ ２ の 外 周 に は 、 複 数 の 目 印 が 所 定 の 間 隔 で 等
間 隔 に 配 置 さ れ て 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 の 挿 入 量 を 示 す 指 標 部 ２ １ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 高 周 波 メ ス ２ ２ は 、 管 状 に 形 成 さ れ た 操 作 管 ２ ３ と 、 操 作 管 ２ ３ 内 を 進 退 可 能 に 配 さ れ
針 状 に 形 成 さ れ た 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ と 、 操 作 管 ２ ３ の 基 端 に 接 続 さ れ た ナ イ フ 操 作 部 ２ ５
と を 備 え て い る 。
　 ナ イ フ 操 作 部 ２ ５ は 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ２ ６ と 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ の 基 端 に 図 示 し な い
接 続 ワ イ ヤ を 介 し て 接 続 さ れ 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ２ ６ に 対 し て 進 退 可 能 な ス ラ イ ド 部 ２ ７
と を 備 え て い る 。 ス ラ イ ド 部 ２ ７ に は 、 図 示 し な い 高 周 波 電 源 と 接 続 可 能 な 接 続 部 ２ ８ が
配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ に よ る 手 技 、 及 び 作 用 ・ 効 果 に
つ い て 、 図 ５ ～ 図 １ ６ を 参 照 し な が ら 、 以 下 に 説 明 す る 。
　 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ に よ る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 は 、 粘 膜 下 局 注 針
８ を 用 い て 粘 膜 下 層 ４ ０ に 液 体 を 注 入 し て 消 化 管 の 病 変 部 ４ １ を 膨 隆 さ せ る 膨 隆 ス テ ッ プ
と 、 膨 隆 し た 病 変 部 ４ １ の 周 り の 粘 膜 ４ ２ に 高 周 波 メ ス ２ ２ を 用 い て 孔 ４ ３ を 開 け る 孔 開
け ス テ ッ プ と 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ を 孔 ４ ３ に 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、 処 置
具 本 体 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ が 粘 膜 下 層 ４ ０ の 剥 離 位 置 に 来 る よ う に 、 先 端 部 １ ２ ｂ の 挿 入
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長 さ を 指 標 部 ２ １ を 視 認 し な が ら 調 整 す る 長 さ 調 整 ス テ ッ プ と 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端
部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 ２ ０ が 固 有 筋 層 ４ ４ に 突 き 当 た っ て 湾 曲 す る 湾 曲 ス テ ッ プ と 、 剥 離
バ ル ー ン ６ の バ ル ー ン １ ３ に 気 体 又 は 液 体 を 供 給 し て 膨 張 さ せ 、 粘 膜 下 層 ４ ０ を 剥 離 す る
剥 離 ス テ ッ プ と 、 高 周 波 メ ス ２ ２ を 用 い て 孔 ４ ３ の 周 囲 の 粘 膜 ４ ２ お よ び 粘 膜 下 層 ４ ０
を 切 開 す る 切 開 ス テ ッ プ と 、 剥 離 し た 病 変 部 ４ １ を 分 離 す る 分 離 ス テ ッ プ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ に よ る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま
ず 、 膨 隆 ス テ ッ プ に て 病 変 部 ４ １ に 人 工 的 な 隆 起 を つ く る 。 す な わ ち 、 粘 膜 下 局 注 針 ８ を
鉗 子 口 ９ Ａ か ら チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 し た 内 視 鏡 ５ の 挿 入 部 ３ を 、 病 変 部 ４ １ 位 置 に 接 近 さ
せ た 後 、 粘 膜 下 局 注 針 ８ か ら 針 体 ８ ａ を 突 出 さ せ 、 そ の 先 端 を 粘 膜 ４ ２ か ら 粘 膜 下 層 ４ ０
内 へ 穿 刺 す る 。 そ し て 、 こ の 穿 刺 し た 針 体 ８ ａ か ら 生 理 食 塩 水 等 の 局 注 液 を 注 入 す る 。 こ
の 際 、 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 に 局 注 液 を 注 入 し て 病 変 部 ４ １ に 人 工 的 な 隆 起 を つ く る 。
　 　 膨 隆 後 、 針 体 ８ ａ を 粘 膜 下 局 注 針 ８ 内 に 没 入 さ せ て 、 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 次 に 、 図 ６ に 示 す 孔 開 け ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 　 孔 開 け ス テ ッ プ で は 、 ま ず 、 剥 離 バ ル ー ン ６ を 鉗 子 口 ９ Ａ か ら チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 し
、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 を チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 か ら 突 出 さ せ 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ２ ６ に
対 し て ス ラ イ ド 部 ２ ７ を 先 端 側 に 移 動 し て 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ を 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部
１ ２ ｂ か ら 突 出 さ せ る 。 こ の 状 態 で 高 周 波 接 続 部 ２ ８ に 図 示 し な い ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続
さ れ た 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波 を 供 給 す る と と も に 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ２ ６ に 対 し て ス ラ イ
ド 部 ２ ７ を ス ラ イ ド 操 作 し 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ を 前 進 さ せ な が ら 粘 膜 ４ ２ に 孔 ４ ３ を 開 け
る 。
　 　 孔 ４ ３ を 開 け た 後 は 、 高 周 波 の 供 給 を 停 止 し 、 ス ラ イ ド 部 ２ ７ を 基 端 側 に 移 動 し て 高
周 波 ナ イ フ ２ ４ を 操 作 管 ２ ３ 内 に 没 入 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 粘 膜 下 層 ４ ０ ま で の 深 さ の 孔 ４ ３ を 開 け た 状 態 で 、 図 ７ に 示 す 挿 入 ス テ ッ プ に 移 行 し て
、 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ を 孔 ４ ３ に 挿 入 す る 。
　 次 に 、 図 ８ に 示 す 長 さ 調 整 ス テ ッ プ に 移 行 し て 、 指 標 部 ２ １ を 目 安 に し な が ら 剥 離 バ ル
ー ン ６ の 先 端 を 、 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 に 推 し 進 め て 、 所 定 の 位 置 ま で 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ９ に 示 す 湾 曲 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。 つ ま り 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 の 挿 入 を さ
ら に 推 し 進 め 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 に 設 け た 柔 軟 部 ２ ０ を 、 固 有 筋 層 ４ ４ に 突 き 当
て て 湾 曲 さ せ る 。
　 な お 、 こ の 湾 曲 ス テ ッ プ は 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ の 中 で 、 先 端 が 固 有 筋 層 ４ ２ に 達 し た 後
は 、 自 動 的 に 移 行 す る も の で あ り 、 し た が っ て 、 こ の 意 味 に お い て は 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ
の 一 部 と し て 扱 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 挿 入 力 が 弱 い と き に は 問 題 が 生 じ な い が 、 誤 っ て 強 い 力 で
挿 入 し た 場 合 に は 、 固 有 筋 層 ４ ４ を 穿 孔 す る お そ れ が あ る 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 の
剥 離 バ ル ー ン ６ で は 、 先 端 部 に 設 け た 柔 軟 部 ２ ０ を 、 一 定 の 力 、 す な わ ち 、 柔 軟 限 界 と 硬
質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 変 形 す る 程 度 に 設 定 し て い る た め 、 誤 っ て 強 い 力
で 挿 入 さ れ た と し て も 、 柔 軟 部 ２ ０ が 湾 曲 し て 挿 入 さ れ る 際 の 力 を 逃 が す 。 こ の た め 、 剥
離 バ ル ー ン ６ の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ は な い 。
　 な お 、 術 者 は 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 挿 入 に 要 す る 力 が 変 化 す る こ と に よ っ て 、 柔 軟 部 ２ ０
が 固 有 筋 層 ４ ４ に 達 し て 湾 曲 し た こ と を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 湾 曲 ス テ ッ プ 後 は 、 挿 入 を 一 旦 停 止 し 、 図 １ ０ に 示 す 剥 離 ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 ま ず 、 注 入 口 １ １ か ら 気 体 ま た は 液 体 を 処 置 具 本 体 １ ２ の 管 路 １ ０ 内 に 導 入 す る 。 こ の
と き 管 路 １ ０ の 先 端 が 封 止 部 材 １ ６ で 封 止 さ れ て い る た め 、 管 路 １ ０ 内 の 圧 力 が 上 昇 し て
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気 体 又 は 液 体 が バ ル ー ン １ ３ 内 に 導 入 さ れ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン １ ３ が 膨 張 し
て 粘 膜 下 層 ４ ０ が 周 囲 に 圧 迫 さ れ て 剥 離 さ れ る 。
　 次 い で 、 気 体 又 は 液 体 の 流 入 を 止 め て 気 体 又 は 液 体 を 注 入 口 １ １ か ら 放 出 さ せ て バ ル ー
ン １ ３ を 収 縮 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 粘 膜 ４ ２ の 表 面 か ら 所 望 の 深 さ ま で 粘 膜 下 層 ４ ０ が 剥
離 し て 、 図 １ １ に 示 す 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す 切 開 ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 剥 離 バ ル ー ン ６ を 孔 ４ ３ の 外 に 引 き 戻 し 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ を 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部
１ ２ ｂ か ら 突 出 さ せ て 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波
を 供 給 し な が ら 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ を 孔 ４ ３ か ら 病 変 部 ４ １ の 周 囲 に
沿 っ て 移 動 さ せ 、 孔 ４ ３ の 周 囲 の 粘 膜 ４ ２ を 切 開 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 あ る 程 度 の 長 さ 切 開 後 、 高 周 波 の 供 給 を 止 め て 高 周 波 ナ イ フ ２ ４ を 操 作 管 ２ ３ 内 に 収 納
す る 。
　 病 変 部 ４ １ の 大 き さ に 応 じ て 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ の み で は 分 離 さ せ る こ と が で き な い 場
合 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 上 述 し た 長 さ 調 整 ス テ ッ プ 、 剥 離 ス テ ッ プ 及 び 切 開 ス
テ ッ プ を 再 度 繰 り 返 し て 行 う 。 そ し て 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ の 先 端
に さ ら に 第 ２ の 空 洞 部 ４ ５ ｂ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ う し て 、 病 変 部 ４ １ が 周 囲 の 粘 膜 ４ ２ か ら 分 離 す る ま で 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ 、 剥 離 ス
テ ッ プ 及 び 切 開 ス テ ッ プ の 処 置 を 繰 り 返 し 行 っ て 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 分 離 ス テ ッ プ に
て 病 変 部 ４ １ を 管 腔 器 官 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 粘 膜 ４ ２ を 剥 離 す る 際 に 行 う 出 血 、 ま た は 高 周 波 メ ス ２ ２ で の 切 開 時 に 伴 う 出 血
等 が 生 じ た 場 合 に は 、 病 変 部 ４ １ の 粘 膜 下 層 ４ ０ に 伴 う 偶 発 病 を 未 然 に 防 ぐ 止 血 を 行 う 。
　 す な わ ち 、 出 血 を 確 認 し た 場 合 、 出 血 部 分 近 傍 に 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 を 近 づ け 、 バ ル
ー ン １ ３ を 膨 張 さ せ て 出 血 部 分 を 圧 迫 し て 止 血 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 に 、 柔 軟 限 界 と
硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 変 形 す る 柔 軟 部 ２ ０ を 設 け て い る た め 、 剥 離 バ
ル ー ン ６ が 粘 膜 下 層 ４ ０ に 挿 入 さ れ る 際 、 誤 っ て 強 い 力 で 挿 入 さ れ た と し て も 、 柔 軟 部 ２
０ が 湾 曲 し て 挿 入 さ れ る 際 の 力 を 逃 が す 。 こ の た め 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 挿 入 に よ る 固 有 筋
層 ４ ４ へ の 穿 孔 の お そ れ を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム １ で は 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 に 柔 軟 部 ２
０ を 設 け て お り 、 中 間 部 に 柔 軟 部 を 設 け る 場 合 に 比 べ 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 基 端 側 に 与 え ら
れ る 操 作 押 圧 力 を 先 端 側 に 十 分 伝 え る こ と が で き る 。 こ の た め 、 挿 入 の 際 の 操 作 性 が 低 下
す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ８ ～ 図 ２ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な
お 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム ５ ０ が 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る と こ
ろ は 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 先 端 部 に 設 け た 柔 軟 部 ５ ５ を 、 よ り 長 く 設 定 し 、 か つ 湾 曲 す る
際 に 一 定 の 曲 が り 特 性 を 持 た せ た 点 で あ る 。
　 図 １ ８ は 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で あ る 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 側 面 図 、 図 １ ９ は 図 １ ８ の Ｘ
－ Ｘ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ２ ０ は 図 １ ９ の Ｙ － Ｙ 線 に 断 面 図 、 図 ２ １ は 図 １ ９ の Ｚ － Ｚ 線 に
沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 剥 離 バ ル ー ン ５ １ は 、 ル ー メ ン ５ １ Ａ 、 ５ １ Ｂ 、 ５ １ Ｃ が ３ 個 形 成 さ れ て い る 。 そ の 内
の 一 つ の ル ー メ ン ５ １ Ａ は 、 バ ル ー ン １ ３ を 膨 ら ま す た め 気 体 ま た は 液 体 を 供 給 す る た め
の 管 路 １ ０ と し て 、 ま た 、 他 の 一 つ の ル ー メ ン ５ １ Ｂ は 、 高 周 波 メ ス ２ ２ を 貫 通 可 能 な 挿
通 路 １ ８ と し て そ れ ぞ れ 使 用 さ れ る 。 以 上 は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 こ の 第
２ の 実 施 形 態 で は 、 さ ら に も う 一 つ の ル ー メ ン ５ １ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ル ー メ ン ５
１ Ｃ は 、 湾 曲 可 能 な 板 材 ５ ２ を 挿 入 す る 板 挿 入 ス ペ ー ス ５ ３ と し て 使 用 さ れ る 。 な お 、 板
挿 入 ス ペ ー ス ５ ３ と な る ル ー メ ン ５ １ Ｃ の 先 端 部 は 、 内 部 に 液 体 や 気 体 が 侵 入 し な い よ う
、 封 止 部 材 ５ ４ に よ っ て 封 止 さ れ て い る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 最 先 端 部 分 に 柔 軟 部 ５ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 柔 軟
部 ５ ５ に つ い て も 、 そ の 強 さ は 、 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 す
る 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 板 材 ５ ２ の 長 さ は 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ が 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る 際
に 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら 突 出 さ れ る 突 出 長 以 上 に 設 定 さ れ て お り 、 柔 軟 部 ５ ５ の 長 さ も 同 突
出 長 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。
　 ま た 、 板 材 ５ ２ は 、 断 面 形 状 が 長 さ 方 向 に 変 化 す る こ と な く 一 定 形 状 に な っ て お り 、 し
た が っ て 、 主 に こ の 板 材 ５ ２ に よ っ て 曲 げ 剛 性 が 決 定 さ れ る 柔 軟 部 ５ ５ も 、 湾 曲 す る と き
に 一 定 曲 率 の カ ー ブ を 描 く よ う に 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一 定 の 曲 げ 剛
性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 板 材 ５ ２ は 、 横 断 面 形 状 が 長 方 形 状 と な っ て お り 、 厚 さ 方 向 へ は 曲 が り や す い
も の の 、 幅 方 向 へ は 曲 が り に く く な っ て い る 。 し た が っ て 、 柔 軟 部 ５ ５ も 、 こ の 板 材 の 影
響 を う け て 、 図 １ ９ 中 （ イ ） 方 向 へ は 曲 が り や す く 、 （ ロ ） 方 向 へ は 曲 が り に く い 特 性 を
有 し て い る 。
　 な お 、 板 材 ５ ２ は 、 例 え ば 金 属 あ る い は プ ラ ス チ ッ ク 等 の 弾 性 材 料 に よ っ て 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い た 手 技 及 び そ の 作 用 効
果 に つ い て 説 明 す る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム ５ ０ を 用 い た 手 技 で は 、 前 述 し た 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 膨 隆 ス テ ッ プ 、 孔 開 け ス テ ッ プ 、 挿 入 ス テ ッ プ 、 長 さ 調 整 ス テ ッ
プ 、 （ 湾 曲 ス テ ッ プ 、 ） 剥 離 ス テ ッ プ 、 切 開 ス テ ッ プ 、 分 離 ス テ ッ プ を 備 え る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム ５ ０ を 用 い た 手 技 に お い て 、 第 １ の 実
施 の 形 態 の 手 技 と 異 な る と こ ろ は 、 湾 曲 ス テ ッ プ の 際 に 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ｂ
の 角 度 の 調 整 が で き る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 手 技 で は 、 膨 隆 ス テ ッ プ 、 孔 開 け ス テ ッ プ 、 及 び 挿 入 ス テ ッ プ
を 経 て 長 さ 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。 こ れ ら の ス テ ッ プ は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明
し た の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ ２ に 示 す 湾 曲 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。
　 こ こ で 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ を 粘 膜 下 層 内 に 挿 入 す る と き 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル か ら 突 出
す る 剥 離 バ ル ー ン の 先 端 部 の 板 挿 入 ス ペ ー ス ５ ３ に 挿 入 さ せ た 板 材 ５ ２ の 先 端 の 幅 方 向 が
病 変 部 ４ １ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ と 平 行 と な る よ う に 、 予 め 制 御 し て お く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 　 長 さ 調 整 ス テ ッ プ の 後 に 続 い て 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 挿 入 を 続 け る と 、 処 置 具 本 体 １
２ の 先 端 部 １ ２ ｂ が 固 有 筋 層 ４ ４ に 突 き 当 た る 。 こ の と き 、 柔 軟 部 ５ ５ の 強 さ を 、 柔 軟 限
界 と 硬 質 限 界 と の 間 の 外 力 が 加 わ っ た 際 に 湾 曲 す る 値 に 設 定 し て い る の で 、 図 に 示 す よ う
に 湾 曲 す る 。
　 こ こ で 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る 際 に 、 内 視 鏡 か ら 突 出 さ れ る 突 出
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長 以 上 と な る よ う に 、 柔 軟 部 ５ ５ の 長 さ を 設 定 し て お り 、 し か も 、 柔 軟 部 ５ ５ を 、 湾 曲 す
る と き に 一 定 曲 率 の カ ー ブ を 描 く よ う に 、 そ の 曲 げ 剛 性 を 設 定 し て い る の で 、 図 に 示 す よ
う に 柔 軟 部 ５ ５ が 湾 曲 す る 。 つ ま り 、 内 視 鏡 か ら 突 出 す る 部 分 が 全 体 で 均 一 な 湾 曲 と な る
よ う に 、 か つ 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 が 固 有 筋 層 ４ ４ と 平 行 と な る よ う に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 粘 膜 下 に 挿 入 さ れ る 際 の 力 を 、 処 置 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 の 長 さ 方 向 に 沿 っ
た 広 い 範 囲 で 逃 が す こ と が で き 、 こ の た め 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 挿 入 に よ る 穿 孔 の お そ れ
を 、 よ り 一 層 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 湾 曲 変 形 後 の 処 置 具 本 体 １ ２ の 最 先 端 部 が 、
固 有 筋 層 ４ ４ に ほ ぼ 平 行 と な る た め 、 こ の 状 態 で 、 挿 入 を 続 け た 場 合 、 処 置 具 本 体 １ ２ の
先 端 部 を 固 有 筋 層 ４ ４ に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 湾 曲 ス テ ッ プ 後 、 挿 入
を 一 旦 停 止 さ せ る こ と な く そ の ま ま 連 続 的 に 剥 離 バ ル ー ン の 挿 入 操 作 を 行 っ て 、 処 置 具 本
体 １ ２ の 先 端 部 を 所 望 個 所 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 剥 離 ス テ ッ プ 、 そ の 後 切 開 ス テ ッ プ へ と 順 次 移 行 す る 。
　 剥 離 ス テ ッ プ 及 び 切 開 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た の で 、 こ こ で は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 さ ら に 第 １ の 実 施 の 形 態 の 場 合 と 同 様 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ 、 剥
離 ス テ ッ プ 、 切 開 ス テ ッ プ ま で の 処 置 を 順 次 繰 り 返 し て 、 隣 接 す る 図 示 し な い 空 洞 部 を 次
々 に 形 成 し 、 最 後 の 分 離 ス テ ッ プ に て 病 変 部 を 管 腔 器 官 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム ５ ０ に よ れ ば 、 粘 膜 下 に 挿 入 す る 際 、 柔 軟 部 ５ ５ が 安
定 し た 湾 曲 特 性 を 発 揮 す る か ら 、 湾 曲 の 際 の 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 先 端 部 の 挙 動 を あ る 程 度
予 測 す る こ と が で き 、 こ の た め 、 剥 離 バ ル ー ン ５ １ の 先 端 部 を 所 望 個 所 に 確 実 に 挿 入 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 こ の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム ５ ０ に よ れ ば 、 柔 軟 部 ５ ５ が 、 一 定 の 方 向 へ 曲
が る よ う な 断 面 特 性 を 有 し て い る か ら 、 挿 入 時 の 姿 勢 を 制 御 す る こ と に よ り 、 柔 軟 部 ５ ５
の 湾 曲 方 向 を 決 定 で き る 。 こ の た め 、 予 め 、 挿 入 時 の 姿 勢 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲
す る 柔 軟 部 ５ ５ の 先 端 を 、 粘 膜 下 層 ４ ２ の 下 側 の 固 有 筋 層 ４ ４ に 平 行 と な る よ う に 調 整 で
き る 。 こ の 結 果 、 湾 曲 し た 後 で あ っ て も 、 穿 孔 を 来 す こ と な く 、 先 端 部 の 粘 膜 下 層 ４ ２ へ
の 挿 入 操 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 　 例 え ば 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 例 と し て 、 高 周 波 メ ス を 備
え る 剥 離 バ ル ー ン ６ を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る こ と な く 、 高 周 波 メ ス
を 備 え な い 単 な る 剥 離 バ ル ー ン を 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 と し て 利 用 し て も 良 い 。
　 ま た 、 内 視 鏡 に 設 け る チ ャ ン ネ ル は 、 ２ 個 以 上 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム に よ る 手 技 は 上 述 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 一 部 の み 実 施 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 項 １ ）
　 　 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 、 粘 膜 下 層 内 に 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先
端 部 が 挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 　 膨 隆 し た 粘 膜 下 層 に 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離
処 置 具 の 先 端 部 を 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 位 置 を 前 記 粘 膜
下 層 の 剥 離 位 置 に 合 わ せ る 長 さ 調 整 ス テ ッ プ と 、 処 置 具 本 体 の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部
が 固 有 筋 層 に 突 き 当 た っ て 湾 曲 す る 湾 曲 ス テ ッ プ と 、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 に よ っ て 粘 膜 下
層 を 剥 離 す る 剥 離 ス テ ッ プ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム の 剥 離 バ ル ー ン の 側
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム の 剥 離 バ ル ー ン の 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム の 剥 離 バ ル ー ン の 先
端 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を
剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を
剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を
剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を
剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を
剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム の 柔 軟 部 の 強 度 設
定 に 必 要 な 、 柔 軟 限 界 と 硬 質 限 界 を 説 明 す る 表 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム の 剥 離 バ ル ー ン の
側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の Ｙ ― Ｙ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 １ ９ の Ｙ ― Ｙ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層
を 剥 離 す る た め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ 、 ５ ０ … 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 シ ス テ ム 、 ２ … チ ャ ン ネ ル 、 ３ … 挿 入 部 、 ６ ， ５ １ … 剥
離 バ ル ー ン （ 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 ） 、 １ ０ … 管 路 、 １ １ … 注 入 口 、 １ ２ … 処 置 具 本 体 、 １
３ … バ ル ー ン （ 膨 張 部 ） 、 ２ ０ ， ５ ５ … 柔 軟 部 、 ２ ２ … 高 周 波 メ ス 、 ４ ０ … 粘 膜 下 層 、 ４
１ … 病 変 部 、 ４ ３ … 孔 、 ５ ２ … 板 材 、 ５ ３ … 板 挿 入 ス ペ ー ス 、
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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摘要(译)

解决的问题：不依赖于操作者的技能，通过简单的方法以预定角度将粘膜下层剥离治疗工具接触或插入到病变部位。 将尖端插入粘
膜下层以内窥镜切除消化道的病变部分，并剥离粘膜下层。 治疗仪主体12具有：在轴向上延伸的导管，在基端侧具有与该导管连
通的入口11；从该入口设置的流体，其设置在导管的远端侧。 以及能够通过 在处置器械主体的远端附近，设置有柔性部分20，该
柔性部分20在施加软极限与硬极限之间的外力时弯曲并变形。 [选择图]图2
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